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未来技術活用に関する取組み経過と社会実装
促進のための連携・アウトリーチの重要性

北海道未来技術社会実装事業成果報告会



テーマ：遠隔監視制御による農機の無人走行システムの社会実装を実現

北海道大学野口教授を中心に世界最先端の研究が進む無人トラクターの遠隔走行の実現に向け
地域BWA・5G・ローカル5G等を活用した稲作へのスマート技術導入に関する実証を実施

⇒ 地域の「稼ぐ力」を高める

岩見沢市での取組み（全体俯瞰） 1



MMS測量による道路基盤地図データを活用した圃場間移動実証実証

札幌開発建設部岩見沢河川事務所の協力のもと、北村遊水地内の事業用地（ヤー
ド）と道路交通法の制限を受けない管理用道路を活用し、MMS（モービルマッピン
グシステム）測量による道路基盤地図データを活用したロボット農機の圃場間移動
の実証実験を実施。

地域BWAを活用した監視映像の伝送検証実証

札幌開発建設部岩見沢河川事務所の協力のもと、北村遊水地内の事業用地（ヤード）
を活用し、ロボット農機（無人トラクター）の無人自動走行を見据えた「地域BWA
を活用した監視映像の伝送検証」（地域BWAの地域イントラネット網環境と地域
BWA及びMVNO回線の併用環境における監視映像の遅延時間の比較検証）を実施。

札幌開発建設部岩見沢河川事務所に協力を受け、
北村遊水地内の事業用地（ヤード）を借用

地域BWA

MMS測量による走行ライン
（加工前）

MMS測量による走行ライン
（加工後）

走行ラインに基づき無人で
走行するトラクター

LTEルータ

地域BWAを活用した監視映像伝送の実証 検証時のモニタPC画面

（出典：国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部ホームページより）≪第1段階≫ 遊水地における実証

岩見沢市での取組み（2018年度） 2
開発局ご支援



最先端の農業ロボット技術と情報通信技術の活用による世界トップレベルのスマート農業およびサステイナブル
なスマート・アグリシティ実現に向けた共同検討に関する産官学協定（2019年6月～）

NTTグループ・北海道大学・岩見沢市による産学官連携やステークホルダーとの共創のもと、農業に
おける課題解決や生活環境の向上など「スマート・アグリシティ」の実現を目指す（2019年～）
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≪第2段階≫ 産学官連携

岩見沢市での取組み（2019年度～）
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地域BWA（地域広帯域移動無線アクセスシステム）導入によるICT環境構築

農業農村地域のブロードバンド基盤として活用中
（生活・教育・健康・スマート農業・・・）

≪第2段階≫ ICT基盤構築

岩見沢市での取組み（2019年度～） 総務省ご支援



≪第2段階≫ 圃場間移動を含む実証
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岩見沢市での取組み（2019年度～） 総務省・農林水産省ご支援 6



≪第３段階≫ 社会実装を見据えた実証

岩見沢市での取組み（2021年度～） 7総務省・農林水産省ご支援



実証VTR



〇2019年度 計103件
ドイツ（連邦議会）、中国（政府）、韓国（大学）、アメリカ（ニューヨークタイムズ）、経団連、熊本県（天草スマート農業セミナー）

〇2020年度 計 44件
日本農業農村工学会、北陸総合通信局主催セミナー（福井市）

〇2021年度 計 47件
総務大臣、文部科学省政務官、デジタル田園都市国家構想実現会議

〇2022年度 計 60件(4月～現在）
農研機構理事長、フランス大使、タイ王国大使館、大分県宇佐市、北斗市、鳥取県議会、鹿児島経済同友会、内閣官房、総務省参与・・・

駐日フランス大使来訪
2022年6月8日

タイ王国大使館来訪
2022年9月22日
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金子総務大臣来訪
2021年12月4日

岩見沢市での取組み（アウトリーチ）

視察・講演等の対応
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北海道プライムバイオコミュニティへの参画

他地域への横展開例



プロジェクト実施成果を踏まえた

岩見沢市としての展開


